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ぼくはみんなのたからもの 

 

 ぼくは、すずめのピッピ。さんにんきょうだいのいちばんうえのおにいち

ゃん。かぞくは、おとうさん、おかあさん、おとうと、いもうとがいる。み

んなだいすきだけど、おとうさんとおかあさんは、いつもおとうとやいもう

とのことばっかりかわいがっているんだ。 

「おとうさん、だっこしてよぉ。」 

といっても、 

「ピッピはもうおにいさんだろ  

う？」 

って、だっこしてくれないの。 

おとうとやいもうとは、いっぱ 

いだっこしてもらっているのにな。 

「おかあさん、あのね、きょうね 

 …。」 

と、おはなししようとしても、 

「ちょっとまってね。おかあさんね、いまからあかちゃんをねかせてあげな

いといけないの。」 

っていわれちゃう。ぼく、いつもまっているのにおかあさんはすぐにわすれ

てしまうんだ。 

 

もう、おにいちゃんなんていやだ！ぼくは、とてもかなしいきもちになっ

て、いえをとびだした。そとはじゆうにとべるし、どこにだっていける。そ

らをとんでいるうちに、たのしいきもちになってきた。でもそのとき、 

バサッ。バサッ。 

うしろからおおきなカラスがぼくをおいかけてきた。こわかったけど、あき

らめたらつかまってしまうので、ぼくはちからいっぱいにとんだ。 
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すこしずつちからがなくなってきたとき、かくれるあなをみつけた。 

「よし、あそこならおおきなカラスは、はいれないぞ。」 

カラスはあなのいりぐちまできたけれど、はいれないことがわかるとくやし

そうにとんでいった。（ああ、こわかった。おうちにかえりたいよ。）そうお

もってとぼうとしたけれど、つかれてはねがうごかなくなったんだ。 

「おとうさん、おかあさん、うごけないよ。たすけて。」 

ぼくはなきながらさけんだ。 

「すずめさん、どうしたの？うごけないの？せんせい、よんでこよう。」 

というこえがきこえて、こどもたちがちかづいてきた。はじめはこわかった

けど、こどもたちはとてもやさしかったよ。わらをしきつめた、やわらかい

ふとんのうえにねかせてくれて、みずをくれたり、やさしくこえをかけたり

してくれた。みんなのはなしをきいているうちに、ここがようちえんだとわ

かってきた。（『やさしくしてもらうのってうれしいなぁ。ぼくもこんなやさ

しいおにいちゃんになりたい！』） 

 

みんなにやさしくしてもらっているうちに、かぞくをおもいだしてさみし

くなってきた。そのとき、とおくから 

「ピッピ、ピッピ～ィ、どこにいるの。」 

と、おとうさんとおかあさんのこえがきこえてきた。こえをきくとうれしく

て、なみだがいっぱいでてきた。 

「おとうさん、おかあさん、ここだよ。ぼくはここにいるよ。」 

と、ちからいっぱいにさけんだ。ぼくのこえがとどいたようで、おとうさん

とおかあさんがぼくをみつけてくれた。 

 

やっとおとうさんとおかあさんにあえて、とてもうれしかった。おかあさ

んは、とてもこわいかおをして、 

「どうしてかってにそとにでていったりしたの！」 
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となきながらいった。いつもとちがうぼくたちのなきごえにきづいたこども

たちがあつまってきた。 

「すずめのおかあさんがむかえにきたみたい！」 

「『いっしょにかえりたい』ってないているね。」 

といって、ようちえんのこどもたちがぼくをそとにだしてくれた。 

 

ぼくは、おとうさん、おかあさんのところにいそいでとんでいった。 

「ごめんなさい。ぼく、さみしかったんだ。もうかってなことはしないよ。

ほんとうにごめんなさい。」 

ぼくは、おかあさんのないているすがたをみると、なみだがあとからあと

からでてきた。 

「ぶじでよかった。みんなしんぱいしたんだよ。」 

「ピッピは、みんなのたいせつなたからものだ。だいすきだよ。」 

おとうさんはそういって、ぎゅっとだきしめてくれた。おとうとと、いも

うともぼくをしんぱいして、ずっとないてたんだって。みんなが、ぼくのこ

とをたいせつにおもってくれているとおもうと、なんだかこころがあたたか

くなった。 

 

ぼくたちがおうちにかえろうと 

したとき、こどもたちが 

「げんきでね。」 

と、てをふってくれた。ぼくは、 

「ありがとう。やさしくしてくれ 

たことずっとわすれないよ。」 

といって、だいすきなおとうさん 

とおかあさんといっしょにかえった。  

「ぼくはみんなのたからもの。だいすきなひとがいるってうれしいな。」 


